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	日銀ネット端末装置フリーズ時の対応マニュアル
	１．対応手順
	（１）業務継続するＰＣおよび端末認証装置の選択
	ＰＣフリーズ時に利用していた端末認証装置は、ブラウザの終了後、最大３分間は再度の端末認証（端末接続）が行えない可能性があります。
	このため、以下フローに従い、業務継続するＰＣおよび端末認証装置を選択してください。
	注１：「検証印字」＋「送信」または「ファイル送信」時にフリーズした場合は、異なる権限者でも操作可能です。
	注３：代替の端末認証装置が直ぐに利用可能であれば、当該端末認証装置により端末認証を行うことで、最大３分の再接続所要時間が短縮できる。ただし、「×」ボタン押下等によるブラウザ終了から明らかに３分経過している場合は、ＰＣフリーズ時に使用していた端末認証装置を使用する方が良い。
	（２）電文の処理状況の確認および処理状況に応じた対応
	上述（１）により選択したＰＣおよび端末認証装置を利用して、フリーズしたＰＣを操作していた権限者（注１）が再度サインオンを行い、以下の手順により電文の処理状況の確認等および処理状況に応じた後続処理を行います。
	上述１．（２）によって再鑑電文が正常に日銀ネット中央演算処理装置（コア機能）で処理されたことを確認した後においても、下記２点について留意してください。

